
































































































































































































































































































































































































































































B - 2 9は，航続距離2 , 0 0 0マイル ( 3 , 2 1 0 km ) , 高度 3 , 0 0 0フィート ( 9 ,
144m)以上で飛行が可能である．同機種は,43年６月に米ボーイング社が開発した．
マリアナ群島を得て，アメリカ爆撃隊は，フィリピン，台湾はおろか，日本本土を自由に
叩くことが出来るようになった．
４３年時点で，日米の空母製造比は，日３（内訳，改造空母），米１５（内訳，正規空
母６，軽空母９）になった．ちなみに４２年～４５年の４年間では，その対比は，日１３
隻対米３６隻に変わる．
４３年９月３０日，御前会議の「今後採ルベキ戦争指導大綱」並びに「中南部太平洋方
面作戦陸海軍中央協定」は，日本軍の「絶対国防線」を，マリアナ，カロリン，西ニュー
ギニアの線に後退させる事を決めた．それと共に豪北海域を（陸軍にとっても遅まきなが
ら），「防衛主線の一翼」に格上げした．
この後に，帝国海軍は，だが陸軍から陸軍機の借用支援を一貫して受けられなかった．
しかし，海軍「戦闘海域」を南洋に「限定」（「集中索敵」が可能になる）出来たのであ
った．
ところが，日本海軍の最大の弱点は，南西太平洋方面艦隊艦載機はもう約３４０機しか
残っていず，基地航空機を含めてもその総数は約６００機に満たない状況であった．この
秘密だけは，アメリカ側に絶対漏らしてはならなかった．
しかも，英海軍が当面インド洋専用に浮かべる艦艇は，空母１，特空母２，戦艦４，軽
巡１０である．これらの兵力は容易に太平洋へスウィングできるし，しかもイタリアが降
伏（４３年９月８日）した後でなら，イギリスは欧州方面から空母４～５，特空母数隻
戦艦２～３，巡洋艦約10,を太平洋にシフトさせて来ることも可能である．
前４２年１０月１６日，ニミッツは，南太平洋地域海軍司令官にハルゼーを抜擢した．
ニミッツは「東ソロモン海戦」で３隻の内２空母を失ったロバート．Ｌ・ゴームレー南太
平洋部隊指揮官を非情に更迭し，また「ミッドウェー海戦」大勝利に総指揮官を務めたフ
ランク・』・フレッチヤー中将さえも非情に更迭した．その戦い方が消極的であるという
理由を，ニミッツは２人に対して率直に告げた．ジェームズ・フォレスタル海軍次官から
報告を受けると，ヘンリー･L・ステイムソン陸軍長官は笑ってみせ，「ジム，彼らの失
敗は，戦局面からいえば局部炎症に匹敵するに過ぎないよ」，と誤魔化そうとしたが，勿
論ジョークで済む話ではない．
４２年暮れを以って，私が同年を通じて「南洋海海戦シリーズ」勝負の日米勝敗表を作
って総点検して見ると，合衆国海軍は，「正規海戦」では帝国海軍による完全敗北を喫し
たのだった（前述）．
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話がここから変わる．それを俄に信じない人もいるかも知れないが，日本大本営は，統
合参謀本部を設置していなかった．しかもその上，一方で，４４年８月，「大海令第３３
号」は，「連合艦隊本部」が，「捷号作戦」に限定するという条件付きで，「海軍省」と
「軍令部」の双方に対して，指揮権上優越させる，と取り決めたのであった．
先んじて日本陸軍は，ボルネオ南東の洋上は，海軍の専管領域であると主張し続けてい
た．だから４２年中の陸軍は，戦理にいかにも合わない話だが，ガダルカナル島への陸兵
の大規模投入を渋ったのであった．海洋戦場における「海主陸従」，一方大陸と内地では
「陸主海従」という「持ち場」を，陸軍は頑なに固執し続けた．
「珊瑚海戦」から「ソロモン海戦」迄の連合艦隊は，必死に勝ち続けたが（上述），同
海域の事などは，陸軍にとっては，「我関せず」なのであった．
４２年から４３年へを境として，「アングロ連合」内のイギリスの太平洋における指導
力が著しく鴎り，その反面アメリカは無尽蔵の製造力を駆使して，新型空母，戦艦を量産
し，太平洋海域の指揮権でもイギリス海軍のそれを遥かに上回り始めた．
４２年８月７日，「ガダルカナル本格反攻作戦」と共に，アメリカは，ソロモン諸島，
東部ニューギニアを入手しようと狙った．まず，ソロモン諸島の西端を狙い，「望楼watch
tower作戦」と名付ける作戦を開始した．
ミッドウェー海戦圧勝の余勢を駆るアメリカは，アレクサンダー。Ａ・ヴァンデクリフ
ト少将指揮海兵第１師団，フランク・』・フレッチャー指揮第６１任務部隊を作戦参加さ
せた．米側空母の参加は，「ワスプ」，「サラトガ」，「エンタープライズ」の３，戦艦
１，重巡１１,軽巡３,駆逐艦３１であった．基地航空隊２８０機も出動した．
日本軍のガダルカナル島「転進」（撤退）は，４３年２月１日（第１次），２月４日（第
２次），２月７日（第３次）に実行され,１４,４００人をともあれ無事に撤退させる事
で作戦が成功りに完了した．同撤退作戦に，艦艇２４隻，航空機８９３機を動員したが，
日本側が何より痛かったのは，飛行機操作技術に長けた優秀飛行士を２，３６２人，その
作戦中に失った事であった．また，航空機８９３機も失った．ちなみに先のミッドウェー
戦で，帝国海軍は，既にベテラン・パイロットを３５０人失っていた．このガダルカナル
戦で，漸次投入の日本陸軍の戦死者（かなりが餓死者であった）は，陸軍２０，８００人，
海軍３，８００人，戦病死者（大半が餓死者）は１１，０００人であった．対比するに，
アメリカ側の戦死者は１，５９８人，戦傷者４，７０９人．
４３年８月２８日，古賀峯-GF長官は，連合艦隊司令本部を，ラバウルからカロリン
諸島のトラック島へ撤退させることを決断した．
尚，先に更に時を戻ると，前４２年６月の「ミッドウェー海戦」の後に，山本五十六連
合艦隊司令長官は,GF司令部を瀬戸内海柱島泊地からラバウル(４２年１月に，日本軍
がニューギニア東方ニューブリテン島を占領してから，同地に最大の航空基地を建設して
保持していた）第１1航空艦隊（草鹿仁一司令官指揮）司令部に移していた．
翌４３年４月１日～１６日，山本五十六長官は「指揮官（大将）先頭」を標傍し，「い
号作戦」に打って出ようと決断した．南方方面の空母軍全艦載機（内，第３艦隊く小沢治
三郎司令官指揮〉４空母母艦機１６０機），及び全基地航空隊機（１５５機）という総数
５００機以上の「一大航空機編隊」を集結動員させて，ニミッツが次段階に計画している
「車輪cartwheel作戦」を粉砕し，「ソロモン・ニューギニア空域」を制圧できると山本
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五十六長官は判断した．
このタイミングでこそ，山本五十六司令長官は，乾坤一郷の「集中索敵」が用いられる
絶好機会であるのだ，と判断したのだったろう．挫折した「Mo｣(米豪連結の要，ポー
ト・モレスビーに模を打ち込む）作戦「FS｣(フィジー・サモア占領）作戦を展開す
る軍事基盤の構築しようとする思いが窺われる．だが，作戦発動２日後に，４３年４月１
８日，山本長官は敵機に待ち伏せされて，ソロモン諸島北西部ブーゲンビル島上空で撃墜
され，戦死してしまったのである．
すると，島田繁太郎海相は，先任序列を破り豊田副武より１年後輩である古賀峯一を，
１ケ月余の人事考査の空白期(その間律義に山本の喪に服した)の後，４３年５月２１日，
やっと後継GF長官に抜擢した．ただし基地航空機は，サイパン，テニアン，ロタ，グァ
ム等に，５００機程度が残存しているのみである事を弁えておかなければならない(前述)．
４３年１０月，古賀峯一連合艦隊(GF)司令長官と福留繁GF参謀長(5月22日に
任）は，山本の遺志を継承しようとして，「ろ」号作戦を発動した．
しかし小沢治三郎「第３艦隊」第１航空戦隊が３空母の艦載機１７０機を出動させたも
のの，内，１２０機を失った．一方４４年１月，ラバウル基地を喪失し，２月，マリアナ
（サイパン，テニアン，グァム）空襲（日本機１２０機喪失），トラック島壊滅（日本機
２７０機喪失），３月，パラオ大空襲，と，米軍の各島撃破で叩き潰される状況になって
から，それに追い討ちをかけるように，古賀GF司令長官が44年３月31日に殉職死し
た（撃墜死？による行方不明）．
5．マリアナ沖海戦の空前の大惨敗
「マリアナ沖海戦」（４４年６月１９日～２０日）は，南洋領域での日米海軍戦力比を
劇的に最終的に一変させた戦いになった．他方，目を転じると，４４年６月８日，グアム
島陥落．６月１５日，サイパン島陥落，米軍がビアク島へ上陸．７月２１日，テニアン島
陥落，角田角治（中将）第１航空艦隊（空母を擁せず基地航空機のみ）司令長官の戦死．
サイパン・グアム島の再奪回を図ろうとする「機動部隊」（旧・「第３艦隊」）を率い
る小沢治三郎（中将）司令官が考案した「アウト・レンジ戦法」は，なぜ見事に外れにハ
ズしてしまったのか？
同海戦の前に，帝国海軍は，所有空母９隻，艦載機４７３機を有していたが，たった１
日の戦いが終ると，空母３隻，そして艦載機２４７機が失われていた．比べるに，米側は
空母１５隻,艦載機１，５００機を動員し，きわめて軽微の損傷で帰還し終えたのだった．
だからこそ，米兵は欣喜雀躍の気持ちを押さえ切れず，この戦いを「マリアナ沖の七面
鳥撃ち」(TheGreatMariana'sTurkeyShoot),だったと勝ち誇って祝賀した．
その結果，双方の，その後の残存戦力は，日本は，空母６隻，艦載機約１００機，そし
てアメリカは，空母１５隻，艦載機約１，０００機になっている．一体，何がこの空前絶
後の惨謄たる一方的敗北の原因だったのか？
福留繁の後任者として着任する中沢佑（少将）軍令部第１（作戦）部長（４３年６月１
５日～４４年１２月１５日に任）は，４４年６月２５日に，伊藤整一軍令部「次長」に対
して，「私に第１線（最前線）に職を与えられ，最後の御奉公の機会を与えて下さい」（自
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分を最前線に派して死なせて下さい）と泣かんばかりにして訴えた．伊藤「次長」は沈思
黙考した後で，暫くしてから徐（おもむろ）に口を開き，「私も同様に考える（私も同じ
様にすぐにでも死にたい気だ）．然し，何分の命あるまで現職にあって努力して欲しい」，
と中沢に告げた．
この２人の遣り取りの意味が分かるだろうか？２人の話は，帝国海軍惨敗の極秘の原因
を間違えること無く示している．２人とも，アメリカ海軍の「マリアナ沖の七面鳥撃ち」
の直接原因が，福留繁中将（軍令部第１部長から，４３年５月２３日GF参謀長に任）へ
の「処分操み消し」にあると分かり，自分達が犯した浅はかな隠蔽細工で，あまりにも取
り返しのつかない過ちを犯したと，あらためて後悔したのである．中沢佑は，４４年１０
月，「レイテ沖海戦」直後に,12月に，台湾高雄の第21航空戦隊司令官に転出した．
6．福留査問裁判（極秘）
古賀峯一海軍大将が連合艦隊司令長官に就任したのは，４３年４月２１日だったが，そ
れは「大将先頭」主義の山本五十六前GF司令長官が撃墜(４３年４月１８日）された状
況を受けての急速の就任だった.なのに，またしても古賀長官も，翌４４年３月３１日に，
米機の待ち伏せ攻撃の餌食になったのだろうか？行方知れずになった（前述）．
古賀峯一司令長官は，連合艦隊司令長官への就任に当たって，自分の右腕として福留繁
参謀長を引き抜いていた．福留は軍令部第１部長から，宇垣纏に代ってGF参謀長を務め
る．一言で言えば，福留は将来の連合艦隊司令長官最有力候補だった．
古賀司令長官も，山本五十六の「大将（指揮官）先頭」方式に倣い，しかし戦況の劣勢
に鑑みて，連合艦隊「前進」司令部を，トラック島からフィリピン・ダバオヘ戻そうと企
てた．
その準備に，古賀連合艦隊司令長官は２機のニ式大艇を駆って，事前視察にダバオに向
け飛び立った．古賀司令長官は第１号機に８名で搭乗した．そして，古賀機の撃墜落事件
は，「海軍乙事件」と称される事になった（ちなみに「海軍甲事件」は山本長官墜落死事
件を指す）．
この時，第２号機に乗っていた１1名の内に，福留繁（中将)GF参謀長がいた．福留
一行の搭乗機はフィリピンのとある島に不時着し,そこでフィリピンゲリラに捕らまった．
この時に福留は，「Ｚ作戦」（「あ」号作戦の母胎である）の書類を，皮鞄に入れて携帯
していたのだった．あろうことかその書類がゲリラの手に渡ってしまった．
戦後史が明らかにする所では，この書類は直ちにハワイのニミッツ指揮所(POA)に
送られ，情報分析部のシドニー・マシュビア大佐が監修し直ちに英文に翻訳した．その文
件はニミッツとオーストラリア・メルボルンの作戦本部にいるマッカーサー（南西太平洋
方面軍司令官）の元へ送られた．その後セブ島でカッシング中佐と名乗る人物がゲリラに
原本を返却し，ゲリラは又何食わぬ顔で，しおらしく詫びながら福留に返却した．
その「Ｚ作戦書類」には，南西太平洋の島々に配置されている各日本軍の兵力量，所有
飛行機，船舶数等が漏れなく記されていた．更に，米軍に対する移動式迎撃作戦に出動す
る各展開部隊の集中速度という，日本海軍極秘作戦も細かく記されてあったという．
この秘密書類をアメリカが手に入れたら，日米の戦力比がよしんば決戦前に均衡である
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うと，両軍艦隊の各砲門から火蓋が外されるや確実にアメリカが圧勝しよう．これが，小
沢が満を持して練った「アウトレンジ戦法」が敗れ米軍が「マリアナ沖の七面鳥撃ち」
が出来た，秘密のタネ明しであった(3)．
「第３艦隊」（実は，「第５艦隊」）を率いるレイモンド．Ａ・スプルーアンス少将は，
もとはハルゼー「第５艦隊」キ下の，巡洋艦部隊指揮官上がりだったが，重い皮膚病を患
っていて戦場を休み勝ちのハルゼーに代って，特急昇進して大将迄昇格した．
空母１５隻，搭載機９５６機を率いたスプルーアンスは「マリアナ沖海戦」（４４年６
月19日～20日）に勇躍臨んだ．スプルーアンスは，「帝国海軍側が空母９隻，戦艦６
（その名前まで知っている．「榛名」，「金剛」，「山城」，「長門」基幹），巡洋艦（７
船隊または４船隊から＋２），攻撃機は約470機で応戦して来る」と予め詳細に知って
いる．
第１船隊（「武蔵」，「大和」）と第５船隊（「羽黒」，「妙高」）が後から合流する
事，航空機は南洋海に展開する１２の帝国海軍主要航空基地から集合する陸上機を中心に
出動させて来る事と，それを用いる日本の複合的作戦計画の手の内まで，何からなに迄レ
イモンド・スプルーアンス大将は，事前に知っていた．
福留繁は，自分が運良く命拾いした事実だけを信じ込もうとした．福留が帰国すると，
４４年４月１７日，帝国海軍による「査問裁判」（「真相糾明委員会」）が当然の規則通
りに開かれた．誰が，福留を一体どのように裁いたか？がまず焦点になる．
その主席裁判長は，①元海軍次官沢本頼雄中将（海兵第３６期）であった．裁判員が，
②海軍省次官岡敬純中将，③海軍省人事局長三戸寿少将（海兵第４２期），④軍令部次長
塚原二四三中将（３６期），同じく軍令部次長（２人制）伊藤整一中将（３９期），軍令
部第１部長中沢佑少将（４３期）ら，全員で６人であった．
ところで，豊田副武（大将)GF(連合艦隊）司令長官が44年５月３日に着任した．
ということは，４４年４月１日から４４年５月５日迄の戦争が最も激しい時期にもかかわ
らず，正にそれは実に背筋がゾッとする話になるのであるが，日本海軍中に，軍事作戦の
最高責任者である連合艦隊(GF)司令長官が,44年４月以降に，名目代理は書類上置
いていたかもしれないが，またしても（山本前GF長官への服喪期間に次いで)1ヶ月以
上も，在職していなかった時期があったということになる．この事実を，「帝国海軍史」
は今も尚，隠蔽している．
草鹿龍之介少将は，４４年４月６日に軍令部第１部長に任じたばかりであった（５月１
日中将昇格）．他に島田繁太郎海相兼軍令部総長が，事後的に「査問裁判」の結果を承認
した．
そうなると，同「査問裁判」に関る判決「福留連合艦隊参謀長の無罪」は，「軍令部」
の，伊藤軍令部「次長」と，中沢軍令部第１「部長」が実質的に決めたのであろうと，我々
は想像できる．福留は，６月１５日に第２航艦長官に返り咲いた．つまり福留は，「レイ
テ沖海戦」の「空戦」に関って良い，と無罪放免されたのであった．この判決内容が，以
後，以下の２項の事情を導いたことに反映している．
（１）「山本連合艦隊司令部人脈」が，「古賀連合艦隊司令部人脈」を替めだてせず，
その後も海軍部内で穏便に事件を隠蔽し続けた．
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（２）肝心の今後の「空戦」を，福留が，１０月２４日～２６日「レイテ沖海戦」でも，
「Ｚ作戦」漏洩を補うためか？非情作戦を，杜撰に実施決定した．
福留繁自身は，第２次大戦後,1971年に東京で80才の生涯を終えたが，奪われた
書類は直ぐ取り戻したから，極秘情報は絶対に米側に漏れ出してはいない（筈だろう），
と旧海軍関係者内部で頑なに言い張り続けた．しかし，彼としてはそうするしかなかった
であろう．
一方１０月２７日以降，福留第２航艦司令長官は，大西瀧次郎（第１航空艦隊司令長官）
と共に，「純忠隊」なる飛行機による非情な特攻攻撃を，帝国海軍史上初めて採用し，以
後の日本の海軍航空作戦を，変則的，邪道的「特攻」攻撃中心に切り換えた．
さて，「福留査問裁判」を隠蔽したであろう伊藤整一軍令部「次長」，中沢佑軍令部第
１「部長」が作戦指導した４４年１０月「フィリピン沖決戦」では，「連合艦隊」の方が
もう，「軍令部」の言いなりにならなくなっていた状況が示唆されている．
連合艦隊司令部は，４４年９月巡洋艦「大淀」から，神奈川県日吉台にある慶応義塾大
学予科の寄宿舎内に移った．それからは，彼らは俗に「日吉台」組みと呼ばれる．
４４年７月２２日，小磯内閣が誕生し米内光政が海相に任じ，（１）米内光政海相，（２）
井上成美次官（「抗戦」派の岡敬純を廃す），（３）及川古志郎軍令部総長，（４）多田
武雄軍務局長，（５）豊田副武GF司令長官,(6)草鹿龍之介（中将)GF参謀長の６
人が海軍の中心的首脳部体制を構成するし,伊藤整一,及び塚原二四三・両軍令部｢次長｣，
と中沢佑一「部長」が，更にその外郭部を構成した．つまり，新海軍首脳部は，「福留処
分回避，その隠蔽」の不当性にはあえて触れず，３ケ月後に決まった「レイテ沖海戦」に，
「伊藤・中沢体制」のままで雪崩れ込んだのであった．
「レイテ」決戦が，急に「ルソン沖作戦」に作戦区域が変更になった-ミッドウェー
作戦の例でもそうだったが一その理由は，杉山参謀長が，陸軍側の一方的都合を報告し
（それが何だったか今でも分からない），海軍側に強談判して，要求を通したのである．
GF側では，伊藤次長に対する非難が沸騰する．「このまま伊藤は連合艦隊を蹟滅させ
る気か？」．「伊藤，中沢」体制に対する悪感情が，「栗田反転」，及びひいては遂に「菊
水」作戦を生み出す事情に繋がっていったかも知れないと私にはいえる．
話をここから飛ばそう．４５年４月４日，及川軍令部総長名で，「菊水1号作戦」が発
令された．時に，海相は米内光政，次官は井上成美であった．又，時の軍令部「次長」の
名前の方を調べて見ると，何と小沢治三郎である．
運命の皮肉とはこの事であろう．伊藤整一と小沢治三郎の両人が，運命の立場を逆転さ
せ，入れ替って再び向き合っていた．前４３年１０月２４日まで，伊藤中将が軍令部「次
長」だったのである．４５年４月５日，第１遊撃部隊に対する「連合艦隊電令作第６１１
号」が発令された．「第２艦隊・第１遊撃部隊（すなわち戦艦大和）は単身沖縄に特攻せ
よ」，とそれは命じた．この電令は，草鹿GF参謀長が鹿屋基地（鹿児島県）に直接，司
令官の承諾を確認しに来た間に，神武徳（大佐)GF作戦参謀から電話１本で伊藤整一に
伝えられて来た．豊田副武（大将)GF司令長官，小沢治三郎軍令部次長が，直接伊藤に
声を掛けることは，遂になかった．異例ともいえるあまりに非情な処遇である．
それまで伊藤整一連合艦隊司令長官は，第５航空艦隊（宇垣纒中将指揮）と共同作戦を
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審議していた所だった．同命令は「大和」に，燃料節約という取ってつけたような名分を
与えて，米潜水艦が潜伏して待ち構えている事が分かり切っている南西諸島を殊更沿って
南下するよう厳命した．燃料は片道分だけを積み込む事が許された．これが「死出の旅」
でなくて何であろう？
無駄に海の藻屑となる事が初めから分かっている「意味の無い作戦」へ，連合艦隊司令
長官として伊藤中将は，事実上追放された．職業軍人なら軍務上のまさかの死を当然覚悟
しているだろうが，「犬死に」を強制されることは屈辱でしかない．果せるかな，誰もの
予想に違わず，伊藤中将は，４月７日，沖縄島沖で，超戦艦「大和」と部下と，運命を共
にした（同日，伊藤は大将に名誉昇格した）．
7．「レイテ沖海戦」に仕掛けられた罠
小沢治三郎中将は，来たる「レイテ沖海戦」（４４年１０月２４日）で「囮」艦隊の役
目を，豊田副武GF長官の所から紛れなく命じられたのだったが，それは，空母艦載機が
１機も無い，生還が100%期待されない，戦理上では邪道な「特攻任務」に他ならなか
った．「マリアナ沖戦惨敗」の責任を小沢１人に取らせるかの様な非情命令は，豊田副武
GF司令長官，伊藤整一軍令部次長，中沢佑第一部長らが実質上の命令権者であったと見
なせるが，その指揮命令系統の周囲に，米内光政海相（７月２２日着任），井上成美次官
（８月５日着任），及川古志郎軍令部総長（８月２日着任），多田武雄軍務局長（８月１
日着任）もいたということは無視，忘却できない．
「レイテ沖海戦」で，１０月２５日，小沢艦隊は所有空母「瑞鶴」，「瑞鳳」，「千歳」，
「千代田」の４隻全部を失ったが，それでも小沢はしたたかに奇跡的に生き残った．ウィ
リアム．F･ハルゼー中将の「第５艦隊」を,1日分だけ北方海域に足止めさせる事に，
小沢提督は「囮役」として成功を収めた．
草鹿龍之介（４４年５月１日中将昇格，海兵第４１期)GF参謀長や，神武徳（大佐）
が，三上作夫参謀（中佐，３７才）らが，「捷１号作戦」に出撃せよとの最終命令を小沢
の所に催促に来たと見えるのだったが，豊田GF長官は台湾・高雄で風邪にかかっていた
そうで，豊田はマニラで寺内元帥南方方面軍司令官と山下奉文大将と１日だけ会って，１
０月９日に台湾・新竹に帰着する迄は行方が知れていたのだったが，「レイテ沖海戦」が
始まるというのに，それからその地で床に伏せったままで，暫く寝込んでいたそうであっ
た．いつ日吉に辿り着いたのか？なお，「レイテ沖海戦」の直前に，ハルゼー艦隊の艦載
機1,396機が新竹に集中襲来していた．
尚，軍令部総長は４４年８月２日迄，島田繁太郎（７月２２日に小磯内閣が誕生し，海
相は米内光政，次官は井上成美になっている）．８月２日から及川古四郎が任じていた．
ハルゼーは，「真珠湾」，「ミッドウェー」，「ソロモン海」での教訓から，帝国海軍
は戦闘冒頭に優勢でも必ず第２撃は避けて逃げたがるのだと読み込んでいた．「日本海軍
はとにかく逃げ足が速いよ」，とハルゼーは見縊った発言を憧らなかった．
「レイテ沖海戦」に臨もうとするハルゼー「第５艦隊」の，鐸々たる姿を見よう．空母
だけを数えても，第１群，「ワスプⅡ」，「ハンコック」，「ホーネットⅡ」，「バンカ
ーヒル」，第２群，「イントレピット」，「インデイペンデンス」，「キャボット」，第
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３群，「レキシントン」，「エセックス」，「プリンストン」，「ラングレー」，第４群，
「フランクリン」，「エンタープライズ」，「サンジャシント」，「ベローウッド」等の
空母十軽空母総勢１８隻を擁していた．その他，護衛空母（輸送船の任務）がll隻．
ところで，猛牛(bull)ハルゼーは攻撃前に上司ニミッツに，もし戦機が見えたら独自
判断で，ハワイ本部の指示を聞かずに戦闘行動に入って良いか？，を尋ね，ニミッツの承
諾（「作戦計画８-４４」）を予め得ていた．このエピソードは，ハルゼーのスプルーア
ンスに対する，濠る底の浅い競争心を存分に暴露する．
ハルゼーは，本来レイテ湾を外郭から防備する任務であったが，空母４隻を擁する小沢
「囮」艦隊を主隊であると早とちりしてしまって，何処までも小沢艦隊を追いかけて北上
して姿を消してしまった．ハルゼーは獲物を襲う鷹の如く艦橋で勇み立ちながら，自信を
部下に誇示した．「我が艦隊は『東京方面』へ向けて現在『退却中』である」，とジョー
ク交じりの大胆な連絡電をハワイに送った末に，ハルゼーが自ら通信連絡を断った．
ハルゼーは，２０日にタクロバンに上陸したマッカーサー南西太平洋方面軍約３０万人
兵員はすっかり脳中から忘却していた．ハルゼー艦隊が去ればマッカーサー上陸軍は物資
も武器もない裸状態になっていた．
痛恨の作戦指導ミスを犯して，ニミッツは間もなくそれに気が付いたが，２５日夜は官
邸でカクテル付き夕食会の最中だったので，無理にも余裕を見せていた．その席に偶々同
席していた米潜水艦隊のチェト･W・ニミッツJr.少佐が，さすがに父親の様子がおかし
いと，逸早くこう気が付いた．
「父上，ハルゼー提督はもしかしてサンベルナルディノ海峡の防備という自分の一番大
切な任務を忘れて，今，『作戦計画８-４４』を遂行中なのではありませんか？父上，こ
れは父上が犯した，取り返しがつかない危険な作戦ポカ（ミス）ですよ[41.
１０月２８日付の，ニミッツ米太平洋艦隊司令長官の，キング合衆国艦隊司令官宛ての
伸展極秘書簡は，こう述べている．ニミッツが心の底に隠蔽した本音である．
「ハルゼーが，帝国海軍の攻撃部隊（小沢機動部隊の空母２，支援の戦艦２を確認）に
北方へついつい誘い出されてしまい，サマール近辺を高速戦艦部隊で防備するという自分
の一番大切な任務をまさかサボってしまうとは，私は夢にも思わなかったのです．」
ニミッツは，その後公式の場で，ハルゼーを責めないようひたすら努力した．この件が
公式記録に残らない様に根回しも謀った．太平洋艦隊司令部戦史班ラルフ・パーカー大佐
が，この件を追跡調査して「米国公式戦闘記録」上に残そうとした事が１度あったが，ニ
ミッツはその時には同意署名を拒否した．その後，ニミッツとハルゼーを対象に評伝を，
金儲けと名声の為に書きたがるアメリカ人の作家達が現われても，この件を扱う部分では，
次の様に必ず史実に修整を加えるのである．
(1)栗田艦隊がたとえ「反転」しなくとも，マッカーサーは事実上，すべての兵員と
物資をもう揚陸し終わっていて，レイテ湾に浮かんでいたのは「カラ船」ばかり
だった．
（２）「栗田艦隊」はキンケード第７艦隊によって既に十分痛めつけられていたから，
戦闘意欲を失って自主的に「反転」逃亡を選んだのだ．栗田艦隊には実戦能力が
もう残っていなかった．
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そして，この戦闘部分をどうしても叙述しなければならないとすれば，あえて分かり難
く，読者が何回読んでも前後関係が理解できない様に,E・Ｂ・ポッターのようにわざと
暖昧にぼかして書くのである．伝記作家にして史家のポッターは，自分がニミッツとその
家族に戦後長い年月をかけて無理やり勧めて，ニミッツの伝記を自分主導で執筆し，アナ
ポリス（米海軍兵学校）から出版したという体裁を装った．米国史開聞以来の大提督・国
家英雄のニミッツが，自分で自伝を書かない理由は，ニミッツが誰にもまして奥ゆかしい
性格だったからだ，と，ポッターは自著の「ニミッツ伝」の前言に殊更釈明を載せている．
8．運命の「栗田反転」
４４年７月２４日（小磯内閣に米内海相が就任してから２日目）に大本営が「陸海軍爾
後ノ作戦指導大綱」を決定し，「捷号作戦」１号～４号の実行が決定された．
４４年，及川古志郎海軍大将の軍令部長就任（８月２日）から２日後にテニアン島が陥
落し，８月４日，帝国海軍は最後で最大の作戦決行を決断した．永野修身は先に４４年２
月２１日限りで軍令部総長を辞め，後任の島田繁太郎軍令部総長も，８月１日に辞めた．
人事がいかにも慌ただしい．
４４年８月19日，御前会議は，「今後採るべき戦争指導の大綱」を採択した．つまり
８月４日，大本営「連合艦隊捷号作戦要領」を承認した．４４年１０月１８日午前１時，
栗田第２艦隊は，ボルネオ・リンガ泊地を出撃した．２０日，「連合艦隊電令作第３６３
号」は，２５日レイテ島湾口（タクロバン方面）へ「突撃」せよと第２艦隊に命じた．
帝国海軍は10月24日～26日に，最後の「Ｚ旗」を掲げてレイテ沖海戦に臨んだ．
だが，その結果は，空母４，戦艦３，駆逐艦１１，潜水艦５，を喪失し，合計３０万６，
000tの艦艇を喪失するという，大惨敗になった．比するに，アメリカ軍側の被害は，
３万7,000tであり，日本側の10分の１であった．
ところが，実は同海戦の勝利に関しては，アメリカ海軍もマッカーサーも，出来ればそ
の真相を忘却したいのである．しかもニミッツも，ハルゼーも，マッカーサーと同様，自
分が墓に入る迄，真相に口を閉ざす覚悟をしているのである．事後的に検証すれば，ハル
ゼー艦隊が愚かにも持ち場から離れた瞬間に，互角どころか，「ミッドウェー作戦」の規
模を遥かに越える，帝国海軍の逆転勝ちの「時の運」が奇跡的に転がり込みかけた．３０
万人の米陸兵は完全磯滅されるか？捕虜になるか？という歴史の真相の瞬間があった．
帝国海軍側の作戦兵力は以下の様であった．
栗田健男中将が率いる｢第２艦隊」・第１遊撃部隊(第２艦隊基幹：「栗田艦隊｣，
超戦艦「大和」を含む，宇垣纏司令官）
志摩清英中将が率いる第２遊撃部隊（第５艦隊基幹：「志摩艦隊」）
西村祥治中将が率いる第１遊撃部隊支隊（「西村艦隊」）
小沢治三郎中将が率いる機動部隊（「小沢艦隊」）
(１）
（２）
（３）
(４）
作戦の原案では,(1)～(3)がレイテ湾に集合的に突入する計画になっていたが，
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実際は時間差が生まれた．まず，「西村艦隊」が先に飛び込み，次いで「志摩艦隊」が飛
び込んで，結果的に両艦隊は共に全滅したが，その偶然生まれた漸次攻撃方式は，湾口を
守っていた米軍のキンケイド中将率いるSWAPA連合海軍（マッカーサー系)･米「第
７艦隊」（戦艦「ミシシッピー」，「メリーランド」，「ウエストバージニア」，「テネ
シー」，「カリフオルニア」，「ペンシルベニア」等６，重巡４，軽巡４，駆逐艦２２）
を相撃ちで撃沈する事に功を奏し，あまつさえ，狭いサンヴェルナルデイノ海峡を封鎖し
網を張っていた優秀な第１～第３「タフィー隊」及び護衛空母群（トーマス・スプーグ指
揮官だが戦闘用に向かない，戦艦７の内３，重巡１１の内８，軽巡２の内l,駆逐艦19
の内10,計39の内22隻を喪失した）も，同様に相撃ちで壊滅させた．かろうじて生
き残ったキンケード「第７艦隊」の残軍は，戦艦の残弾が「０」，巡洋艦・駆逐艦の残存
魚雷が僅かに２７本だった，と，米側の記録が残っている．
既に２０日からタクロバン浜に上陸を済まし得意顔でいるマッカーサーの南西太平洋
地域軍（マッカーサー系）「１０軍団」と，「２４軍団」（その南約30kmのドラッグ
島上陸）の総計６万人，及びレイテ湾内に未だ上陸を待ちわびて霧めいていた「第６軍」
（クルーガー中将指揮）の残余，それに「第８軍」（アイケルバーガー中将指揮）を含め
る，総勢約３０万人の米軍将兵の身の上に最大の危機が降りかかりかけていた[5]．
米海艦艇は，形ばかりは護送空母群と称するが，輸送船ばかりの４２０隻が只不用心に
湾内に浮かんでいた．その船中に３０万人分の上陸兵士に供給する食糧１万ｔと，補充武
器を満載に揚船し，船底倉庫の隙間に上陸をひたすら待機するGIが詰め込まれていた．
米軍が，レイテを守る日本軍が鈴木宗作中将指揮の第３５軍の，キ下第１６師団（牧野四
郎司令官）約４０，０００人だけであると，盗み取った「Ｚ作戦」書類の価値を確信した
からこそ，マッカーサーは，彼の慎重な性格からすればそれは希に，珍しく有頂天で油断
し切った．マッカーサーはタクロバン市庁舎へ威風堂々勝利の隊伍を率いて進軍し，そこ
から世界へ向けて,"I'mbackbygraceofGod''と彼一流の大見得を切っている最中だっ
た．かつて２年前，マッカーサーはこれと良く似た台詞をポート・ダーウィン（オースト
ラリア）へ逃げる直前にも吐いたことを皆が想起した．この２つの言葉は，予定調和を映
し，マッカーサー作戦という歴史叙事詩の冒頭と結句の「対句」である．
メルボルンへ逃げ出した南西太平洋方面（陸）軍司令官のマッカーサーと，片や真珠湾
のニミッツ（海軍大将）中部太平洋地域総司令官の２人の人間関係がギクシャクしていた
からこそ，マッカーサーの身の上に窮地を呼び寄せたのである．
勝利の運命の女神は，一旦ミッドウェー海域で米軍に微笑んだが，気まぐれなようでも
公平な戦いの勝利の運命の女神は，今度は日本軍の方に微笑むだろうか？
猛牛ハルゼーと，いつでもハルゼーに忠実に率先従っている，「野球帽」ミッチヤー（中
将）の高速空母部隊（第５８機動部隊：上掲空母１５＋２隻基幹，戦艦・巡洋艦等７８隻
帰属,すなわち艦隊総数は９５隻)は,"Killjaps,killmorejaps,killmoreandmorejaps''
を絶叫しながら海峡の北の方角へ消えた．栗田艦隊が到着する直前にサンヴェルナルデイ
ノ海峡は丸でガラ空きになった．
猛牛(bull)ハルゼーの気持ちは我々が分からないでもない．何しろスプルーアンスは，
ハルゼーが皮膚病で臥せっている隙にミッドウェーの手柄を１人占めにしたのだったし，
それは良いとしても，名将レイモンド。Ａ・スプルーアンス大将の小憎らしさはそれだけ
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ではない．ハルゼーが指揮を執る「第５艦隊」は，スプルーアンス提督がハルゼーに代っ
て座乗する時には「第３艦隊」の名を名乗る．今や「第３艦隊」ばかりが名を馳せて「第
５艦隊」の名誉を語る人は少なくなった．ニミッツは，スプルーアンスとハルゼーの「手
柄争い」に鎬を肖りらせている．２人を操った，ニミッツの，元・海軍人事部出身者の手腕
が光っている．
小沢治三郎中将は，山本元帥亡き後，先に山口多聞中将も「飛龍」と共にミッドウェー
で沈んでしまったから，今，帝国海軍を代表する第２の山本五十六に見なされていた．だ
からこそハルゼーは，よもや小沢艦隊が「囮」艦隊である筈がない，と第１機動艦隊（「第
３艦隊」基幹）が主隊であることを疑うことが出来なかった．
「ミッドウェー作戦」と外観がほぼ同じ様相に作られている「捷１号作戦」は，だが１
点だけ重要な点が違っていた．すなわち後者の作戦では，最強の第１機動艦隊が，空母２
隻まで擁しながら，「囮」艦隊を務め沈没をハナから覚悟し，他方で影が薄い存在である
栗田中将の「第２艦隊」の方が，逆に，主たる作戦部隊の役を担ったのであった．
「捷１号作戦」の発動に関しては，豊田副武・連合艦隊司令長官（４４年５月５日着任）
が，１０月18日17時35分の作戦発動時間に日本内地にいない（前述).
なのに，１０月１８日１７時３５分に，出撃命令だけが何処からともなく，まるで間歌
温泉の突然吹き出しにも似て，小沢艦隊に湧いて出現して下されて来たのだった．
栗田艦隊は，リンガ泊地発ブルネイ経由の往路で超戦艦「武蔵」（４３年初にGF旗艦
だった）と乗組員１，０２３名（２，３９９名の内）を既に失ったが，シブヤン海を抜け
た．すると，栗田艦隊の前に１艦１機の米軍艦艇，米軍機も見えず，難関サンヴェルナル
デイノ海峡を，栗田艦隊は妨害をまったく受けずに通過した．
ところが，レイテ湾から４５浬，スルアン島が目前の海域に達すると，栗田健男艦長は
舵を切らせサマール島東岸を北上するという，所謂「運命の反転」を演じるのであった．
そして，栗田艦隊は退却の一路を辿った．この瞬間が，４年間の日米海戦を凝縮する，最
後の帝国海軍の，独特な幕引きが示された．燃料が６万5,000kl不足して出撃して
いるから，攻撃が長引いたら帰路がほぼないという客観的事実が確かにあった．そこに２
５日朝７時13分，「機動部隊本隊敵艦上機ノ触接ヲ受ケツツアリ，地点はヘンホチ１」
なる，何処からとも知れぬ奇怪な電報が傍受され，自分はそれをてっきり信じて航路を反
転させ，その方角へ見えざる敵を追跡行動をかけたが，その敵は現れなかった，と栗田健
男中将は事後釈明した（なおその電令の発信源は，今も確かめられていない）．
10月28日，栗田艦隊は出撃時の39隻から17隻へ戦力を落としたものの，元の出
発地のリンガ泊地へ帰還した．ただし，栗田中将については奇しくも，それはハルゼーと
同じだが，予め，「レイテ沖海戦」前に豊田副武GF長官へ，小柳富次（少将）第２艦隊
参謀長を介して，「新敵が現れて戦機を自分が認めたら，従来の作戦をその場で臨機応変
に変更しても構わない」，という奇妙な言質を取っている．
「レイテ沖海戦」『後』には，帝国海軍の実動可能な艦載機はほぼ「零」機である．他
方陸軍の方は，４４年４月中旬～４５年２月上旬の大陸打通「一号作戦」（真田穣一郎参
謀総長）が完了すれば，ヴェトナム港から釡山港まで，陸路で一気通貫に物資輸送が可能
になるから別に海軍に頼らなくても良いと信じていて，陸軍機を海軍に貸し出そうという
気が丸で生まれなかった．第２航空艦隊（陸上部隊：福留繁司令官）も，特攻機以外所有
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機は枯渇していた．
9．小結「帝国海軍崩壊の歴史」一関係者は誰も本当の事を言わない
帝国海軍軍人として生きる者には，砲艦同士の主砲の打ち合いならば職務としてそれを
捉えるだろう．しかし，眼下に，ほぼ丸腰状態で敵兵（米兵）が３０万人も突然に現れて，
それらを至近距離から艦砲で一斉に吹っ飛ばして，ミナゴロシにしろ，と命じられたなら
ば，仏教徒の良心I61は少なからずの抵抗感を感じるに違いない．
ここで私はふと，３７年暮れの南京戦での松井石根将軍の行動を思い出すのである．松
井は南京攻撃の前に唐生智・南京防衛司令官の求めに応じて直接会談を承諾し（それは結
局，唐司令官の突然キャンセルによって実現しなかった），相手に撤退時間を与える為に
攻撃開始日を若干延期した．かつその攻撃も，敵方兵の為に脱出用の南京城西門の周囲に
兵を配置せず空けておいた．城内突撃も止め，攻撃初日には１中隊の先遣隊入城のみに留
めて，翌日，国際安全委員会を伴い部隊を入城させた．
ただし，松井将軍は，己惚れて，当時マスメディアの煽てについ負けて自分が公開「入
城式典」を，世界にわざわざ放映させ，中国人に，必要も無い２重の屈辱感をワザワザ与
えた事を，自分の一生の不覚だったと気付き，罪悪感を感じ，帰国後，終戦に到る迄鐡悔
し続けていた．
松井将軍に見る古式戦争作法が，栗田の場合にも通じていたのではなかっただろうか？
２人の意識はまるで，１７世紀初の関ケ原の戦を戦った古武士の作法を，祐佛させている
のではあるまいか？
帝国海軍は，ロシア，ソ連に代えて，アメリカを新「潜在」敵国に掲げる国防方針の変
化を示したが，それはあくまで「潜在」敵国扱いであった．その本音は，海軍は軍事予算
獲得競争を陸軍と張り合う必要上から，１種の方便を使ったといえるのであった．
海軍軍人の誰もが，アメリカに本気で命を遣り取りする程の根深い恨みを持っていなか
った．対米戦争で主役を，海軍はいやいや割り振られたのであった．その「嫌気」を，栗
田は剥き出しにして見せたのである．
４３年中に東條首相肝いりの「国家承認シリーズ」外交が無事終ってしまったから，そ
れ以後は，日本が求める「戦争目的」は当面，他に見当たらなかった．４４年初には，マ
ニラへローマ法王から独立祝電も届いていることでもあったし．
「レイテ沖海戦」後に，栗田中将の「抗命行為」に対する海軍「査問裁判」が，海軍内
部の指揮系統の廓清に必ず開廷されなければならなかったのだが，実際にそれが開廷され
たのかどうか？さえ，米内光政海相，井上成美次官，多田武雄軍務局長，及川軍令部総長
は揃いも揃って皆，完黙したままで戦後に亡くなってしまったから，我々が知る事は難し
いのである．
あまつさえ戦後に開催された「海軍反省会」に集った旧海軍軍人の人々の発言も，会の
名に彼等がわざわざ｢反省会」を名乗っていながら，不思議の極みだが，出席者の誰もが，
肝心の「福留無処分」，「栗田反転」，「豊田不在」の内情が少しも言及されていない．
他方，神のご加護で偶々命拾いすることになってしまったマッカーサーは，近代十字軍
を名乗る自分達の無敗の誇りを傷つけた「異教徒（仏教徒）」が示した，不可解な「恩情」
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なぞに，勿論感謝する気持ちはもとよりなかった事が明らかである．却って，マッカーサ
ーは，「栗田反転」の「謎」の後に，レイテ，沖縄戦という，激烈で圧倒的な局面戦闘を
欲した．今次戦争の勝ち負けの白黒をハッキリつける事が今こそ大切だ，とマッカーサー
が確信したからであろう．「アングロ連合」代表者としては，決定的一方的に打ち負かさ
れるファシスト日本軍の惨めな姿だけを，アジア・アフリカ植民地の現地住民に見せつけ
なければならなかったのである．
侵略に失敗した日本軍隊の惨めな末路を目に焼きつけさせて，不遜な，l人前気取りの
「国家独立願望」を，アジア・アフリカ人の心中から必ず摘み取ってひたすら絶望させて
やろう，とマッカーサーなら考えたであろうから．
注
[l]だからこそ陸軍海費は,歳入の見通しがなくても,公債を当てにして請求額を随意に増
やせたのであった．
[2］日本が「分散索敵」を強いられ,アメリカが「集中索敵」を行った差が戦果に反映し
た事は歴然であろう．
[3］マリアナ沖でも,日本が「分散索敵」，アメリカが「福留資料」を奪っていたので「集
中索敵」になっていた関係は変わらない．
[4]E･B･ポッター：提督ニミッツ；フジ出版社,1979,pp.476.
[5］この辺りの叙述は,米戦史では意図的にぼやかしてある．
[6］戦場に臨んだ日・米間の「死生観」の違いが垣間見られるのである．
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